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1。平成14年度（2002年度）航海報告（Report of the Cruise in 2002 Fiscal Y6ar）
L1概要（General Account）
 研究練習船海暦齢の平成14年度（2002年度）航海は、クルージングと3回の実習
航海と第28回東京水産大学公開講座「海洋学者を体験しよう」による航海、シフトや
台風による避難を含め、年間211日航海し、29638．2mile航走した。寄港地は国内11
港、国外6港、約90回の海洋観測を実施した。各寄港地では水産や船舶にゆかりのあ
る施設の見学会及び研究所や大学の教職員と学生との交流会を実施した。専攻科乗船
以降、課外授業の一環として、和歌山県の三井造船所由良工場において工場見学を行
った。
 4月中旬1泊2日の体験航海（Cruising）を3回実施した。新入生を対象とし東京湾
にて海の体験、船上基礎訓練及び大学生活に関するアンケート調査を行った。その後1
ヶ月の実習航海にてトロール操業実習、イカ釣実習を行い、9月には三井造船由良工場
に入渠し、補償工事の施工及び第2種中間検査を受検した。工事終了後9．月下旬東京
に回航した。
第7次航海
 第7次航海となる夏季の乗船漁業実習賢の日本周航1ヶ月航海では3年次学生を対
象とし、東シナ海に於いてトロール（Trawk）操業実習・日本海においてイカ釣り実習・
機関実習（基礎）・航海実習（基礎）を実施した。また駿河湾沖及び豊後水道付近にて
アンチm－Vングタンク及びフィンスタビライザーによる船体動揺試験を実施した。
GPS方位信号の実験及び津軽海峡においてFURUNO潮流計の潮流補正確認試験が計
画実施された。海洋観測実習及び機器試験は、東シナ海海域において、CTD・ADCP・
RMS及びMVP（曳航式CTD）等の観測を行い海洋環境の測定を実施した。
 塩釜では船上での大学説明会が行われ、多くの参加者に大学紹介等入学相談及び船
内見学を行った。7A！7日前後において台風92号が日本を縦断したため、予定の寄
港地及びトロール実習を取りやめ、風除けのため内海に進路を変更した。また目本海
及び太平洋側三陸沖では濃い霧が発生し、狭視界での航行が強いられた。
第29回東京水産大学公開講座「海洋学者を体験しよう」
公開講座による一般対象の体験航海の実施
 8月17・18・19日の公開講座では、東京湾の環境や海鷹丸見学など「海洋学者を体
験しよう」というテーマで開かれた。一般者乗船には国土交通省等から許可を受け、
中高生対象とした体験航海を実施した。蔵船も含め一般者対象の航海は5回目となる。
また大学説明会が8月23目に東京中央区晴海ふ頭で行われ、本船の見学会も同時に行
われた。
第8次航海
 10，月7目から10，月19日の間、大学院生と専攻科学生による大学院トn一ル実習が
行われた。東シナ海において30分間のトロールを5回行い、計量漁探による解析、体
長測定CTD等による海洋観測を行い、5種類の魚種について資源量を解析した。なお
この実習は、東京水産大学の全大学院生を対象に行われている。
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第9次航海（遠洋航海）
 11月に船内消毒、ねずみ駆除免除検査の後、出港約1週間前外航船資格変更となり、
燃料その他免税品を積込んだ。乗員は、尿・血液検査を含む健康診断を受診した。約3
ヶ月の専攻科学生の遠洋航海では、赤道を2回横断し、中部インド洋においてマグロ
操業実習、全行程において航海実習・機関実習・観測実習の各実習を行った。STCW
条約による訓練記録簿の実施を昨年に引続き行った。スンダ海峡を通過後ポートルイ
スまでの公海上においてニューストンネットによる表層曳き観測を行なった。
Fremantle港では、農業省の検査官による船内の衛生検査が行われた。暴風圏は2回
往復し、アフリカからケルゲルン島経由で南極洋にまた、オーストラリア西岸からの2
回南極洋に突入した。氷山や氷縁により針路を変更しながら南極洋を航行し、生物・
物理・化学の多種の分野における調査、鯨やアホウドリ・ミズナギドリ類・漂流物・
氷山の目視観測が実施された。また南極大陸フランステリトリーの基地前に錨泊
（Photo．3）し、計量魚探の振動子確認のため更正球による調査を実施した。 Thailand
にあるSEFDEC（東南アジア漁業練習センター）及びチュラロンコイ大学・カセサー
ト大学の養殖場の見学会・交流会、タスマニアはAMC（オーストラリア海事大学）で
の見学会・交流会が実施された。インド洋モーリシャスのポートルイス港での大晦日
から新年に行われた花火大会あと正月を祝った。インドネシアのスンダ海峡、ラバウ
ル火山島横のセントジョージ海峡を通過した。タスマニア南東海域のホバートからロ
ーンセストンの間、AMCとの共同トロール調査を実施し、岩場でのトロールによって
網の一部が破損した。
マグロ延縄実習の漁場はインド洋中央部の公海上で実施した。操業は1週間、漁獲は
マグロ・カジキ類合計37本漁獲した。各港入港前はCFR（国内法）を遵守し、法定備
品等の確認および非常操舵訓練や非常発電機繰越など規定に従った訓練を実施した。
i’r，
乳！
6：’@劒、
Photo．3 Antarctic sea
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年間航海実施表  （Annual Cruise Itineraries）
航海日程及び航程     乗船乗組員 乗船学生  乗船研究者等 主寄港地備考
Cruising航海
`pril 10～April 242002
29名 56＋55＋53名
P年次学生  15名ｳ官／事務官
館山湾
第2種検査入渠工事
rep 2～Sep252002
29名 0名 0名 和歌山寛和歌山市
R良
第7次航海NavNo．7
iuly U～Aug 102002
29名  40名
R年次学生
教官5名／研究
?X名肢術補
ｲ員1名
宇和島，下関，長崎，西
ｽ，小樽，石巻，塩釜
公開講座体験航海
`ugus七．18．192002
29名 39名一般 技術補佐員5名
^事務官1名
館山
第8次航海NavNo．8
Oct。7～Oct 192002
29名  27名＋32
蜉w院生
  10名
ｳ官／研究
那覇
第八次遠洋航海N蹴No．9
cec。3欝0盤～M館2麗OO3
29名  27名
鼾U科学生
  2玉名
ﾉ地研究所一般公開丑回
バンコク，ホ㌧トルイス、ブ
梶[マントル、ホバート、ト
塔Zストン、ヌメア
＊乗船学生総数 306・名、乗船研究者等 70名
 累計乗船者数 学生863名、研究者等 丑40名
＊ 寄港地（国内）鹿児島，屋久島，長崎，五島（福江島），新潟，沖ノ島，小樽，
 青森，函館，館山，焼津，須崎，宇和島，下関，七尾，江差，室蘭，石巻，塩釜，那覇
＊寄港地（海外）Bangkok（Tha9且aemd），Port Lo厳s（麓a麟tious）， Nu搬ea（Ne’W
C謡e面無我），Fre鋤ant旦e噸。叡旨L鍛脇ee鋤豊・Syδney（Aaistralia），Auck塩n遣（New
Ze論調r鋤，P鍵eete（丁泌i£i）， Ho麓。且旙“（U鼠A）， V謡韓嬬so（C履le），懸⑪謡eviδeo
（．Uru薯uay）還ec漉（臨躯i亘）， Castries（STI・ぬa），Cri論al（Pamagnd”），Pamanaa
Canene且， Sa践耳）iego （U，S．A），P繍a彗。盆軌蕊oot，瀬窺ge1丑撒。盤a豊盈el
年問航海実績  （AnnuaA Q’uise log）
航海名 寄港地 期間 航程数
クルージング航海 東京館山湾        3回×2日 6日 46宜9浬
その他転錨 4回（twEay7， Jgane24， Nov．7，Mar．28）4日 且．7浬
ドック航海 東京和歌山県由良（Se緯～Se登。25） 32日 673。亙浬
第7次航海 東京館山宇和島下関五島長崎小樽 30日 2991．8浬
石巻塩釜江差須崎
公開講座航海 東京  （台風）（Aug．18） 1日 63．9浬
第8次遠洋航海 東京館山湾 那覇 12日 2128。5浬
第9次航海 東京バンコクホ㌧トルイスフ1一マントノレホハ㌧トローンセス 100日23262．5浬
トンヌメア
台風避難 3回（」掘yU，Aug．19，0c七．2） 6日 37．4浬
計 211日29638．2浬
累計（3年問） 前年度 208日 33675．1浬 613日87419．0浬
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実習期問  （Training Term）
実習航海            実 習 期  間      対象学生
臨海実習クルージング航海 Apri119，2002～Apri124，20021年次学部学生
乗船漁業実習H July 10，2002～Aug 10，20023年次学部学生
乗船実習 Aug 23，2002～Mar 23，2003専攻科学生
調査項目 （Survey Items）
航海名      調査機器             調査海域   実習操業
クルージング航海
謔V次航海
謔W次遠洋航海
?J講座
謔X次航海
CTD×3
bTD×10，光×5，イカ釣×4
bTD×5，10NESS×2，稚魚net×2，RMT×
R，トロール×7中層トロール・MVP×LAD CP
wCTD×55，XCP×22，CTD×56，Norpac
~34，稚魚net×29，PP・Oc七×8，Fe－Oct×
U，LADCP×18，PRR×27，アルコ“ブイ×
W，CPR×7，VS：F×3，TR×4，RMT×
T，KCTD×5，表層netg回
gロール（底曳・中層）
相模湾
坙{海
激Vナ海
竃ﾍ湾
?ﾉ洋
Cンド洋
操船訓練
Cカ釣漁業
gロール漁業
ﾌ験航海
?鼡刹ﾆ
gロール
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1．2海鷹丸要目表（Particulars）
Name of Ship： UMITAKA MARU
Kind： Training Ship， Motor Ship
Owner： Ministry of Education， Culture， Sports， Science and Technorogy of
                          Japan
User： Tokyo University of Fisheries
                          5’7 Konan 4chome， Minato’ku， Tokyo， JAPAN
Port of Registry： TOKYO
Call Sign： JPAT
Ship’s Number： 136932
1MO Number： 9231078
Name ofMaster： Yoshio Koike
Dimension： Length Overall 93．00Meters Breadth 14．90Meters
                          Length （p．p．） 83．00Meters Depth （Up．） 6．25Meteecs
Gross Tennage：
Net Tonnage：
亘nternationa置To瓦maしge＝
Main Engine：
Cruising Speed：
Compgement：
Tbrpe of Fishery：
Navigation Equipnient：
Training Equipment：
Research Equipment：
1886．00 Tons
lo17．ee Texxs
339a．OO Tons
I］）iesel Engine 6000 p．s． ， Single Sci’ew （C．PP．）
17．4 Knots
Officers 18 peysons Crew 21persons
Cadets 60 persons Professors 8 persons
Total 107 persons
Ster就raw且， Tuna kovegdline fishing， Squid露9重ng fishing， etc
A脚pil◎t system， lntegrated electxon圭c皿avigation system， Ship
皿aneuvering system， Hybrid navigation syste職， Radar， Aut◎matic
radar plotting aids， Ship motion anaeysis system， Ship maneuvering
system， ECDIS， GPS－GLONASS， Echo sounder， Total eontrok system，
Ring旦aser gyro com騨ss， Fin s捻bilizer， A臆宜一1；◎夏三盆g t段聡k， etc。
Maneuver丘且g曲nu且ato駕Ma軸englne simu1創to蔦GMDSS simu正ator， e£c．
Precise depth recorder， ADCP， Scanning sonar， Quantitative echo
sounder， CTD OCTPUS analysis system， IONESS net， RMT net， MVP
analysis system， ROV system， Wave height meter， OPCS， XCTDIXBT
SySte鵬， Beam traWl， PrOfiling UltraViOlet raaiOmeter ana SUrfaCe
reference， Profiling reflectance radiometer system， Multi core sampling
system etc．
Winches for Fisheries and Marine Observation：
                          Trawl winch 5／3 t× 60／100 m／min l set
                          10，000m CTD winch， one
                          6，000m Multi purpose winch， one
                          3，000m Clean water sampling titan cable wineh， one
                          MVP winch， one
                          BT winch， one
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1．3乗船乗組員氏名（Directories of Crews）
船     長
一等航海士
次席一等航海士
二等航海士
三等航海士
機  関  長
一等機関士
二等機関士
三等機関士
次席三等機関士
通  信  長
事  務  長
看  護  婦
甲  板  長
甲 板 次 長
小池 義夫
野田 明
林  敏史
濱田 浩明
山崎 紗江子
米元 博明
坂本 牧夫
坂下 武志
藤原 寿人
勇  洋二
大鳥居 治平
飯田 詔司
長内 徳子
本間 正男
十文字 秀吉
操
操
操
甲
甲
操
操
操
操
機
司
司
六
三
舵
舵
舵
板
板
機
機 次
 機
 機
 関
 厨
厨 次
 厨
 厨
手
手
手
員
員
長
長
手
手
員
長
長
手
員
海岸
板橋
竹内
川崎
神河
村山
本間
徳山
今野
川上
北条
志田
瀧澤
上原
直記
哲也
賢太郎
和也
和幸
 優
俊雄
比呂志
務
史博
忠成
良平
 洋
深雪
公開講座
教官および研究員氏名
古澤 昌彦
山口 征矢
宮本 佳則
奨  春立
深野 利幸
喜多村 稔
田原 陽三
荒井 啓暢
大塚 綾子
加藤 早紀
後藤 秀子
塩谷  悠
高橋 直之
富田 拓也
西島 直輝
日比野  論題ホ
山崎 航一
 東京水産大学 教授
 東京水産大学 教授
 東京水産大学助教授
 セを  ユロみ  ロ  ぬ     ロ  ィ 富力k ／lg厘入’ヂ  明rF＝
 東京水産大学教務課長補佐
 東京水産大学技術補佐員
 東京水産大学技術補佐員
乗船実習生氏名
井上 敦之
押田 裕恵
川之上 結
小林 靖典
島本 大樹
高山 佳奈
内藤 あん奈
林  菜津子
松永 弥生
湯  泰彦
石丸  隆
秋山 清二
胡  夫祥
田畠 健治
甘糟 和男
深澤 昭雄
京谷 ふき子
井上 紗央里
海瀬 悠史
木村 快子
斉藤 星巡
生部 和夫
高山 久史
内藤 陽大
林  万智子
森  由里佳
脇田 高志
 東京水産大学 教授
 東京水産大学助教授
 東京水産大学助教授
 東京水産大学 助手
東京水産大学博士課程
東京水産大学修士課程
 東京水産大学4年生
遠藤 あす佳
海津 由美恵
古井戸 樹
斎藤 由佳
高橋 貴一
辻  明徳
中村 玄
原口 拓己
矢野 貴行
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